
151.守山市杉江遺跡出土の

i骨石製品について

1.はじめに

杉江遺跡は、iiI'Jl来平野の西方、湖岸より約 1km内|後

に入った杉江町と山賀町の中間lに{立法している。従来

より中世集m跡としてその存拡が知られていたが、昭

和59!P変から笑泌された新守山川改修工事に伴う JIi-J:j1J

測班によって、その内容が判明しつつある。本文{止、

出土した多HI多様のi立物の中から 、市石製品について

紹介するものでゐる。

2.遺跡の概要

当泣跡については、 I況に概聖書報告が刊行さ 11.ている

が("tl)、遺跡めを1:絡を見る上で、その概要について側

主幹に触れておくこととする。

当迂I湖、{ま、野洲川の!日i可道である上海川およびその支

流によって形成された微街地上に立地し、現殺の4・5江

町とほぼm絞している。潟査では、蛇行する|円河道と

区間織を持つ鎌合u寺代後半-ffi.町時代前半のJJH寄跡、が
2前にわたって検出された。

建物f.fl;!:大きく 4若手;に分かれ、各々区画織が巡って

いる。ニのうちの 2群l立、自然地)fJの前低迷を利用し、

その悶闘を巡る射状泣織によって踏台部と低位音I}とを

形成している。建物鮮の椛成は 1区画を完全に験出し

ていないため不完全ではあるが、大烈の 3問X4間程

度の~ml立柱建物あるいは同総l交の礎石建物 1 機、 2 f~~ 

X 3 f:{!綴Ei:の擬立柱建物数隊、 2問X2 f日!の総柱の念

l事1-2仰を基本とし.，-井戸 1-2 ~在 、 屋敷装と考え

られるゴニ峨 1-3 t..f， m響から成ると惣定される。 1礎

石建物にi略核する桃から少品ながら]記が出土しておリ、

部分的に瓦訴さであったと想定される。上層では区画

泌が、 }1J[没者手によって下府はどの日月!僚さはなくなって

いるが、 l区画は 1)立が約60111前後である。

i立物としては、 f中中Fドt此H比.の日?泌;ai
t餓Ji.月史烈然)1g:色こ土ヒ.総探紛椀i締級iを中心に、 瓦1'e土艇の羽議 ・鍋 ・火

合、信楽 ・常滑等zの国産陶磁骨持続i、白磁 '-'1号般 ・天g

?;!J.;の輸入陶磁総書Rのオ:昔話mを主体とし、鉄剣f、砥石、

殺:等、多何{多様である。中には 、$'(利系の茶入れ ・瓦

't'tごt慌の l~t炉 ・ 2在宅事のす長官主要n i.. ~~.められる(，lI'21 。
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3.;骨石製品について

滑石製品1;1:7点出土しており、内桜合資料が l点、

同一f肉体と考ーえられるものが 1点ある。以下、各資料

についてZ見1¥月を加えることとする

第 2図 1Ij:、第 2精の柱穴内から出土した;jjL岩であ

る。 fJi存する大きさは、上関辺 4.3cm、下綴)115 c問、

長側辺 9c問、厚さ 2.2cm であリ、本来IH~J 8 cm X 9 cm 

の長方形であったと泡!定される。中央上半には、前聞

から穿孔された[在径 5mmの穴が Iつある。望号 ・選前共

に縦~斜11向の研員当証{.撚痕が多数認められるが、緩

めて平治である。上下怨聞も初fJ鍔によって3f-;-rl"に仕上

げられている。長fffllïlii/止、石材の節理!を利用した剥詩I~

ffiiに若干の研磁を施しているのみである。色調{立、光

沢のある時灰色であリ、事立子が徽百貨な良i'tの石材であ

る。

第 2図 2の石鍋{立、高fI苦11を取リ巻<.t}.j¥;fjC迂l:mとそ

のよ!替の自然洛ち込み内から出土した被合資料である。

ロ径20cm 、残存株主~ 7.8c冊、繰り担の1Il-きが約 1.3cmで

ある。口線から 1.3cm下がったところに枠制百台形に削

リ出された鍔が周っている。鍔lの上辺容1¥と下ill脅1Iの削

リ;むしの長さはほぼ等しいが、 F与の先~;6iがやや下がり

気味て"ある。休部li、成部に向かつてやや内野しなが

らすぽまっている。口綾部外部~鍔{立、連続した組I~、

~J. lllt.tkの刻|工伎があり、{本部には大まかな加工痕が認、
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められる。内TMには 、縦 ・税方!古!の初flお伎が多数認め

られ 、 緩めて平行?である 。 口線総務)I.t.九1!1~を JHf びてい

る。鍔の下辺哲1)-休部外f(iiには、ススがl写〈付着して

おり 、火iニ儲けて使用したことが明 らかである。色調

{立、光沢のある H古灰色で、やや粒子の中|い、部分もある

が、 全体的には良好な石i;~ を用いている。

第 2図 3!i、向147淵iの包含層から出土したむのであ

る。これは、かつて縦愛情i智治:の中で石鍋として報告

したものであるが<，il，;j人ここでは同1m]こ品としてその

評価 を訂正しておきた、、。残存法協会{立、長illllcm、短

辺 5.7cmであり 、本来{立 、llcmx 6 cm以上 ・!家さ 1cm 

の"))/彩もしくは長方形の板状品になるものと想定され

る。全体はやや内紛して必リ 、Ol(ljlま倣iめてエド治であ

るのに対して、 11!lu'iiにt.t.m.い縦方IIlJの向IJ浪・が翁二し L‘。

I，bi匁L11!1Ji1li I立、般的I而ではなく 、i7Ji取りされてをi干の初f

j~i1ü'が総められる。上長11[1)iiiiはiibi総IHlJiifiと比較すると

極めてT~;に加工 . [JJfJ~i されて い る。色調 Ij:f.N灰色で

あるが、凶I師に li、紙状にH音灰色に変色している古1)分

がある。これをjlj.1m工品としたのは 、側前に二次的な

拍i取り 1m工が泌されていることが、まず第 l点として

殺げられる。また ζ れが1村符lしていることから、恐ら

く石鍋を‘|訟用したと恕定さ.tL、本来相lぃ)JIl工痕が残存

している外iiiiにあたるdiiliが鋭めて平治にされている

ことを第 2点として挙げたし、上il!lli却については本来

の口縁端である可能性がある。用途については不明で

あるが、あるいは似行として用いられたとも怨定され

る。

以上の 3点以外にr'Rl示1;1.し得ないが、 3点の小破片

がある。 1 点{主 、 第 2 図 3 と1fi1-1I~1体であろう倣}午 、

他の 2点は石鍋の鍔昔IS分の小)'1である。 f走者の 2点に

ついては、切断胤lやすt干し泌があり、二次的な加l工が施

されていたニとが役える資料である.

4.まとめ

以上の治石製品の中で、土総をi半ってii1.fiYj.内から1.1¥

jこしているむのは第 2図 1と2であるが、これらに科

二Fの倹.i刊を1J11えてまとめにかえたい。

iのil，i..1iがtB土した位穴内からは他のヰ:球1:I(!:l::1:¥ゴょ

していなし、。このね:穴が干Hì'する ~1 2 泌総同il.t.!J.ぽ鎌

:(t時代後半に相当すると々えているが、かなけ112・物に

11.奇 WJqlìl\があるため、 11寺 J~I を限定することはできない状

Htにある。

21阜、崎li状記H，'I/およびその上!荷のJ制点!清から11¥土し

ているわけであるが、上!日のJII・fWf1に|刻してはかなり

二次的Jlfi初物の性格を持うているため、幼11状j立fl/i:内の

j也q勿においてl時ml的なニとを与えてみたい。明ii.状j立t的

にはこ1--昔話計百りがあり 、布鍋もそのゴー:総鮮の中から出土

している。この土昔話l作li、ゴニ{臼li1't土骨量JIIL知、黒色土総

縦、 li.fé土総火合 ・ 島崎、信楽m鉢 、 (]般 IIIL~辛から成り 、

-十ト.ι自命削Ili'n土昔総iflllIJ.苅以(iについてdが前i可n後去の11年料j則u則馴lド川4仇l'陥b“11)カがe詑認.めら1れLるカがf、

ほlぽ主引14i紙II仕t紀1後五主半iド主を仁中l'可心とする Lのてで9 ある。〆{υ.-tルI

が対tして:ri$，鍋角内{休本について見ると 、総戸千iftl:jfi湖、m土の

石鍋による閉式分~iに従えば(lIl )-b Jlíi に射 |当するも

のでみリ、 市戸 1Wl末にi七2をされている。<.11引従って、

先j主の土昔話鮮とのIJIJにすぎ干のH寺1V1差が干子治1するわけで

ある。 このζ とは、石鍋の附周年数や、それに対して

回転のQ・いごiょ株主riの示す時!Ulが、あくまでL従来:1時期

であるニとを々服すれば、時ml畿が現れることはむし

ろ1<1然であろうと巧ーえる。また この状m，l.t.、いくつか

の問題点を示唆しているとも言える 。 金悶的に見て )I~

式的差災ーが~!襲、、と言って良し、ほど統一化 ・ 規絡{ヒさ tl

たものであるにもかかわらず、当j遺跡出ニi:のものがi戸;

戸千!TfiU湖、の縦年続との聞にずれがあることからも明

らかである線t二、地域によってその所属i時期が災なる

状況にある。これは、i将校地と j削聖地の対比において

もその王監禁が存ず1・すると同時に 、生産地と消費地にお

けるがI上じにおいてむしかりである。このことは、お鍋

のIÍ1Î-t周年数 ・ 伝世寺~.;の PJl泌を包析しつつ 、 生産地から

tj!i'{'(t也、さらには別の消波地への流通のずt:リカへ問題

を深めて行かなければならないことを示唆していると

言・えよう。また 、かつては寺院 ・僧坊関係jft跡におい

て多〈出土するときわれていたが、よれらとは別に当

i蛍跡の様に -u~孫内からの出土仰H.I干j: :{Eするわけで、こ

れらが持つ芯:義も明かにされねばならないだろう 。

また、二次110工泌を持つ小jキや再利用品が他ii1iIiJ.で

もかなり 見受けられるが、この ζ と1;1..!.f1に有阪のH'J石

原料の有効利用を物語るのみだけではなく 、j:lj.製品化

される段階での 、 つまり一次製品のil~'{J(地における力n
工妓術 ・流通等の問題をも含んでいるのではないかと

巧えられるわけで、いずれにしても前j患の前JJI!i，.!反と L

ども、原料 ;nu也 ・ 生産地 ・ r;~'('(:t也の作り方一流通機桃

の仁1] でのそれぞれの意義付けが、 今後これら ~I!J'有製品

の持つ芯l味をよリ泌めていくむのとJYH守される。

本文は こ れらに対する W~容を持ち待ないが、 資料化

を図る ζ とによって 、その進展の-JJhとなればされ、で

ある。

(小竹 泌i也子)
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152.資料紹介

北湖採集の銅鍛について

1.はじめに

北iMJ東部において土砂録集の際に使用されていたサ

ン ド ポンプ内から 5 点の鋼J，l~が発見され 、 現イE保存処

耳Ilを終えて滋賀県燦磁文化財センターに保管されてい

る。いずれ L残存状態の良好な完形品であり 、今回は

ここでそれらを紹介し、資料化を図るものである。

2 錦織について

11主、鍬身長20mm. 鍬身中高10mm. 茎長15mm ・~後 3

mm ・ 援策3 . 36g の有茎平岩~:;:.tのものである。持品身幅指

数(j!~身隔で3扶身長 XIOO) は 50 となる。鍬身はゆるや

かにふくらみ、 |新筒形!.t扇平な姿形を援する。 A部(j

丸l床を持って仕上げられておけ、断而{ま隅1しの多聞形

を成 している。

2も有2五平法まにのものである。大きさは、銚身長26

mm ・ ~!~身幅llmm ・ ?Æ.長15附 ・ lf.径 4 mm・箆;;4.47gで

ある。効l身幅指数は42でやや細身である。持L身11、tt

f;，!以下でやや外傷している。?扶身古[11新E百l止縞平な君主}彩、

芸部断iiii!吋白円形を呈している。

3は、わずかながら遂事IJが認められる有蓋凶器式の

ものである。大きさは、鍬身長26mm ・ ~~身幅 13棚・ 3室

長15mm・2在径1.5-4 mm . A鐙4.2?gを針リ、織身幅指

数は50である o ]在止首imw.尖って縞平にな勺てお ')、芸

部会{本が板状とな っている。

4 !.t、銃身古都にJIHしを持つ有1i;.平法式のものである

が、パリ部分の仕上げによっては限法式となるもので

ある。 i~~身長33mm ・ 3払身lþit. llmm ・ 茎長19m"， .茎後 4slm 

. ]lH量5.71gで、 3怯身総指数{ま30となる、やや品111身の

初11繋形を呈している.縞をはさんで円R2f匝|を 29IJ、

3十4側が配列されている。茎部新商li椅伺}彩を呈する。

5 t鍛身部に同干しを持つものであるが、 1明らかに逆

利が認められる有茎凶器式である。大きさは、鍬身長

39棚 ・3払身'1街12nlm・茎長15mm. iH歪4mm・思索t5.60g

で鍛身l術指数は31となる。円孔は縞をはさんで411日2

91J 、 ~i・ 81附が芸事たれているの i芝草IJ は左右非対象でやや

上下にずれている。?i総書I}には切WJi泊1を残している.

3.まとめ

以上の 5点の錦jA主について郊例を求め、まとめにか

えたい。

1- 3の形態は、有?/iJJZ~走式・ 凶必式では通有のも

のでん')、!県内においても長浜市大辰巳遺跡 ・安土町

大中ノ i却Jirr~事・守山市服部j蛍跡等においてその干Hf.:が

認められている。

4・5の鍛身音1)に円孔を自己するものは、県内では余

興JlrH袋内遺跡 (H占IX2初J) ・長浜市'j嶋83i註跡 (3例

X 291]) ・安土町大CIJ/ i，VJ遺跡 (4{fo1X2事IJ+ 1 f問)

があるが、j愛車IJの鋭めて長い'I!品目遺跡や、直日現lの呉な

る大中/iliJJi主跡例!.t特異である。 4 ・5I主、むしろl岐

阜県北一色巡跡 ・ 紳奈川Il~~大JE減法務 ・ 奈良県調子巡

跡出土のむのと共通している。 鈴1身音Eに~干Lするもの

は 、 伊勢ょうi:~1.ぷを中心としてiMl北地方 ・中部 ・関東に

その分布が認められ、今回の資料ら H寺j~1 .七l:絡につい

ては不明であるが、 iM!;[じ地方がζの形態の分布械であ

るよとをミJH寸けるものとな ったと言えよう。

(小竹総額-f-)
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!第 l図 北;規採集銅銭実測図
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